






要約:

小児慢性疾患を管理する上で医学的治療と相まって運動指導・生活管理は重要で、いわば

車の両輪の役割を果たしている。しかるに、これまでの治療では医学的治療のみに重点が

置かれ、運動指導・生活管理は比較的等閑視されてきた感がつよい。そこで、小児慢性疾

患の運動指導・生活管理指針を作成することは大きな意味を持つ。慢性疾患児童の運動指

導・生活管理は医療に携わる医師・看護婦をはじめとし、園医・校医、幼稚園・学校の担

任、養護教員、栄養士等患児と接触をもつ広い範囲の人たちが熟知している必要がある。

この点から、これまでに集積された情報の収集整理、情報の欠落した疾患に対する新たな

データの作成を行ない、上述の慢性疾患児童と接触をもつ広範囲の人たち、とりわけ園医・

校医および養護教員に対する指針を作成したい。本年度については、これまでの基礎的情

報の収集を中心に行ない、さらに新たなデータ作りの準備を行なった。


